
　

こ
こ
数
年
、
縮
小
傾
向
が
続
い
て
い

た
国
内
旅
行
市
場
だ
が
、
２
０
１
７
年

度
は
回
復
傾
向
。
宿
泊
旅
行
実
施
率
の

持
ち
直
し
や
全
体
的
な
旅
行
費
用
ア
ッ

プ
に
よ
り
、
市
場
規
模
は
８
年
前
の
水

準
に
近
づ
い
た
。
一
方
で
旅
の
中
身
は

変
わ
り
続
け
て
い
る
。
誰
が
、
ど
こ
で
、

ど
ん
な
旅
を
し
て
い
る
の
か
考
え
る
き

っ
か
け
に
な
る
の
も
、
デ
ー
タ
を
読
む

面
白
さ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

今
回
注
目
し
た
の
は
、
実
施
率
の
上

昇
な
ど
今
ま
で
に
な
い
動
き
を
見
せ
た

20
〜
34
歳
の
ヤ
ン
グ
層
男
性
。「
ミ
レ

ニ
ア
ル
」と
呼
ば
れ
る
世
代
に
も
重
な

る
彼
ら
は
、
こ
れ
ま
で
イ
メ
ー
ジ
さ
れ

て
き
た
ヤ
ン
グ
層
男
性
と
は
異
な
る
特

性
を
持
つ
の
で
な
い
か
？
そ
ん
な
発
想

か
ら
、
今
回
は
彼
ら
「
ミ
レ
ニ
ア
ル
男

子
」に
フ
ォ
ー
カ
ス
す
る
。

デ
ー
タ
が
示
唆
す
る

ミ
レ
ニ
ア
ル
な
旅
行
者
の
姿

心を動かす、
日本を元気にする
観光・レジャーのプロデューサー
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日
頃
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
の
み
な
さ
ま
に
あ
り
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と
う
、
読
者
の
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、
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し
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じゃらんリサーチセンター（JRC）が毎年、
1万5000人の国内宿泊旅行を対象に実施している『じゃらん宿泊旅行調査』。
今年は宿泊旅行実施率にやや改善がみられたが、
数字を押し上げたのは20〜34歳男性＝ミレニアル男子だった。
今まで「動かない層」と見られていた彼らの変化とはいったい何なのか？
調査結果と専門家の意見を交えつつ、その謎に迫りたい。
写真=PIXTA（P2～3）、佐藤兼永（P12・P15）
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本調査の概要
調査名
じゃらん宿泊旅行調査2018（2018年4月調査実施）

調査方法
インターネット（一般パネル）による調査

調査内容
昨年度1年間

（2017年4月～2018年3月）の国内宿泊旅行
（出張・帰省・修学旅行などを除く）の有無等について

調査対象
全国20～79歳の男女

サンプル数
15,627件（うち同居家族モニター91件）

集計・分析手法について
はじめに2017年10月1日現在の人口推計 （総務省統
計局発表）および1次調査結果を用いて、全国の宿泊
旅行者の母集団を推計した。次に、2次調査の集計・
分析にあたり、推計された宿泊旅行者の母集団におけ
る都道府県別、性・年代別構成比に基づいてウェイト
バックを行い、構成比のずれを補正している。
また、60歳以上の登録モニター数が少ない県につい
て、60歳以上の家族と同居している登録モニターに代
理回答を実施、2次調査の調査対象として追加した。

jalanese_man

Tokushima-shi

『じゃらん宿泊旅行調査2018』より

実施率改善、費用UP！
そして若年男性に旅行復権の兆し？

ミレニアル男子の

に迫る謎
16 2
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１
年
間
に
宿
泊
旅
行
を
行
っ
た
人
の

割
合
を
示
す
宿
泊
旅
行
実
施
率
（
図
１
、

以
下
実
施
率
）は
、
前
年
度
の
54
・
８

％
か
ら
わ
ず
か
に
改
善
し
て
55
・
６
％

に
。
そ
れ
で
も
東
日
本
大
震
災
後
の
２

０
１
２
年
度
と
同
程
度
水
準
で
は
あ
る

が
、
下
げ
止
ま
り
を
感
じ
さ
せ
る
明
る

い
結
果
と
い
え
る
。
性
・
年
代
別
に
み

る
と
、
と
く
に
伸
び
が
目
立
っ
た
の
が

20
〜
34
歳
の
男
性
で
、
前
年
度
と
比
べ

て
３
・
１
ポ
イ
ン
ト
増
加
。
35
歳
〜
49

歳
の
ミ
ド
ル
層
で
も
男
性
１
・
３
ポ
イ

ン
ト
、
女
性
１
・
７
ポ
イ
ン
ト
と
そ
れ

ぞ
れ
増
加
し
て
い
る
。
一
方
で
50
〜
79

歳
男
性
で
は
全
性
・
年
代
で
唯
一
減
少

と
な
り
、
直
近
５
年
間
で
最
も
低
い
結

果
と
な
っ
た
。
20
〜
34
歳
女
性
、
50
〜

79
歳
女
性
も
プ
ラ
ス
で
は
あ
る
が
伸
び

悩
ん
だ
。

　

年
間
平
均
旅
行
回
数
は
２
・
７
８
回

と
前
年
度
と
比
べ
て
ほ
ぼ
横
ば
い
。
こ

の
た
め
、
各
年
の
人
口
と
実
施
率
、
年

間
平
均
旅
行
回
数
か
ら
推
計
す
る
延
べ

宿
泊
旅
行
者
数
は
、
前
年
度
の
１
億
４

３
５
８
万
人
回
か
ら
１
億
４
５
５
６
万

人
回
と
、
実
施
率
ア
ッ
プ
に
伴
う
微
増

に
と
ど
ま
っ
た（
表
１
）。
１
回
の
旅
行

あ
た
り
の
平
均
宿
泊
数
も
前
年
度
と
ほ

ぼ
同
じ
１
・
７
６
泊（
図
２
）だ
っ
た
た

め
、
延
べ
宿
泊
数
も
２
億
５
３
０
８
万

人
泊
か
ら
２
億
５
６
４
６
万
人
泊
と
微

増
に
と
ど
ま
っ
た
。

　

延
べ
宿
泊
旅
行
者
数
を
性
年
代
別
に

み
る
と
、
や
は
り
20
〜
34
歳
男
性
が
＋

１
３
０
万
人
と
大
き
く
伸
び
て
い
る

（
図
３
）。
前
年
度
比
で
は
プ
ラ
ス
９
％

と
な
り
、
見
逃
せ
な
い
結
果
と
い
え
る
。

背
景
に
は
、
若
者
世
代
の
収
入
増
な
ど

経
済
事
情
の
改
善
が
影
響
し
て
い
そ
う

だ
。
こ
う
し
た
ヤ
ン
グ
層
男
性
の
直
近

の
特
性
に
つ
い
て
は
、
若
者
文
化
に
詳

し
い
専
門
家
の
意
見
も
聴
き
つ
つ
、
特

集
後
半
（
Ｐ
12
〜
15
）で
改
め
て
検
討

し
て
み
た
の
で
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

　

全
体
に
、
実
施
率
の
改
善
に
よ
る
拡

大
が
感
じ
ら
れ
た
今
回
の
結
果
で
は
あ

る
が
、
直
近
10
カ
年
の
人
口
の
増
減
と

旅
行
者
の
増
減
を
比
較
し
て
み
る
と
、

旅
行
者
の
減
少
割
合
の
ほ
う
が
大
き
い

と
い
う
傾
向
は
変
わ
ら
な
い（
図
４
）。

35
歳
以
上
の
ミ
ド
ル
、
シ
ニ
ア
層
で
は
、

男
女
と
も
、
人
口
は
増
え
て
い
る
の
に

旅
行
者
は
減
少
。
と
く
に
シ
ニ
ア
女
性

で
は
人
口
増
減
と
旅
行
者
増
減
の
差
が

22
・
１
ポ
イ
ン
ト
と
大
き
い
。
ベ
ー
ス

と
な
る
人
口
が
多
い
た
め
旅
行
者
数
は

保
た
れ
て
い
る
が
、
シ
ニ
ア
層
に
も
旅

行
離
れ
の
傾
向
が
あ
る
こ
と
に
は
注
意

し
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。

宿
泊
旅
行
実
施
率
は
、
落
ち
込
ん
だ
前
年
度
か
ら
改
善
傾
向
。

そ
の
他
は
前
年
度
と
ほ
ぼ
変
わ
ら
ず
、
実
施
率
増
が
全
体
を
引
き
上
げ
た
格
好
だ
。

そ
ん
な
中
、
20
〜
34
歳
男
性
が
延
べ
宿
泊
旅
行
者
数
＋
９
％
と
大
き
く
伸
び
て
い
る
。

宿
泊
旅
行
実
施
率
は
改
善
へ

目
立
つ
20
～
34
歳
男
性
の
旅
行
者
数
増

実
施
率
は
ヤ
ン
グ
男
子
で
増

ミ
ド
ル
層
で
も
微
増
傾
向
に

旅行市場
概観

図2	旅行1回あたりの平均宿泊数
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※人口増減割合については、
2007年度は「H19年10月
1日現 在 の人 口 推 計」、
2017年度は「H29年10月1
日現在の人口推計」を使用

※差は四捨五入の前の数字
で計算しているため、見た
目と合わない場合がある

図4	人口の変化と旅行者数の変化 ※2007年度→2017年度
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図1	宿泊旅行実施率（性・年代別）
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※推計値（太字）の算出は四捨五入していない実データで行った。「宿泊旅行実施者の１回の旅行あたり平均宿
泊数」については14年度から集計方法を変更。そのため、*印部分の数値についてはそれ以前との比較はでき
ない（13年度の数値は参考値として掲載）

表1	全国の宿泊旅行の実態
15年度16年度17年度 14年度 13年度

=

×
宿泊旅行実施者の
年間平均旅行回数（回）

延べ宿泊旅行者数（万人回）

宿泊旅行実施者の１回の
旅行あたり平均宿泊数（泊）

延べ宿泊数（万人泊）

9,520 

56.9 

5,420 

2.79 

15,110 

1.68

25,397

9,557 

57.5 

5,491 

2.84 

15,599 

1.60 

24,972

各年10月1日現在
人口推計（万人）

×
9,498

56.4 

5,358 

2.86 

15,313 

1.75 

26,903

9,475

54.8

5,188

2.77 

14,358

1.76

25,308
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55.6

5,244
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14,556

1.76
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=
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図3	延べ宿泊旅行者数の構成（推計）
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※推計値の算出は四捨五入していない実データで行ったため、見かけ上の計算が合わない場合がある
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費
用
に
つ
い
て
は
宿
泊
費
、
交
通
費
等
す
べ
て
の
項
目
で
増
加
。

宿
泊
旅
行
費
用
総
額
は
前
年
度
比
６
・
３
％
増
の
７
兆
５
３
５
２
億
円
と
、

２
０
０
９
年
以
来
の
水
準
と
な
っ
た
。

費
用
総
額
は
前
年
度
比
６
・
３
％
増

年
収
増
に
よ
る
人
泊
数
増
が
寄
与

　

１
回
の
宿
泊
旅
行
に
か
か
っ
た
費
用

（
図
５
）に
つ
い
て
は
、
個
人
旅
行
、
パ

ッ
ク
旅
行
を
問
わ
ず
す
べ
て
の
項
目
で

前
年
度
よ
り
増
加
。
宿
泊
旅
行
全
体
の

平
均
も
、
前
年
度
か
ら
２
３
０
０
円
増

の
５
万
１
６
０
０
円
と
な
り
、
調
査
開

始
以
来
最
も
高
い
値
と
な
っ
た
。
ブ
ロ

ッ
ク
別
に
見
て
み
て
も
全
体
的
に
増
加

傾
向
だ
が
、
と
く
に
沖
縄
で
の
上
昇
が

目
立
つ（
表
２
）。
沖
縄
に
つ
い
て
は
、

シ
ニ
ア
夫
婦
、
初
回
訪
問
者
が
増
え
、

一
次
交
通
で
は
Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
シ
ェ
ア
が
減

少
し
て
レ
ガ
シ
ー
キ
ャ
リ
ア
利
用
が
増

え
る
な
ど
の
傾
向
が
み
ら
れ
、
全
体
に

高
価
格
商
材
が
選
ば
れ
て
い
る
可
能
性

が
あ
る
。
同
様
の
傾
向
は
、
宿
泊
旅
行

全
体
に
つ
い
て
も
い
え
そ
う
だ
。

　

こ
う
し
た
結
果
の
背
景
に
は
、
旅
行

実
施
者
の
世
帯
年
収
の
変
化
が
あ
り
そ

う
だ（
図
６
）。
旅
行
実
施
者
の
う
ち
世

帯
年
収
６
０
０
万
円
未
満
（
概
ね
日
本

の
平
均
年
収
未
満
）の
世
帯
は
年
々
減

っ
て
い
て
、
全
体
的
に
旅
行
者
の
年
収

が
微
増
傾
向
に
あ
る
。
さ
ら
に
厚
労
省

の
「
国
民
生
活
基
礎
調
査
」の
最
新
デ

ー
タ（
２
０
１
６
年
）に
よ
る
と
、そ
も

そ
も
日
本
全
体
で
の
平
均
世
帯
年
収
も

上
昇
傾
向
に
あ
る
（
図
６
参
考
デ
ー

タ
）、
こ
う
し
た
背
景
が
旅
行
費
用
の

押
し
上
げ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。

　

結
果
と
し
て
、
宿
泊
旅
行
に
か
け
ら

れ
た
費
用
総
額
＝
市
場
規
模
は
、
前
年

度
を
６
・
３
％
上
回
る
推
計
７
兆
５
３

５
２
億
円
と
な
っ
た
。「
ふ
る
さ
と
割
」

の
影
響
で
大
き
く
伸
び
た
２
０
１
５
年

度
を
除
く
と
、
２
０
０
９
年
度
以
来
の

規
模
と
い
え
る
。

　

現
地
で
の
支
出
の
詳
細
は
表
３
の
と

お
り
。
各
項
目
の
実
施
率
や
平
均
単
価

に
前
年
と
の
大
き
な
差
は
な
い
が
、
全

体
と
し
て
は
前
年
か
ら
40
億
円
増
。
こ

う
し
た
結
果
に
は
、
宿
泊
旅
行
実
施
率

の
上
昇
に
よ
る
延
べ
宿
泊
数
の
増
加
が

影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

旅
行
費
用
増
の
原
動
力
は

全
国
的
な
世
帯
年
収
増

旅行費用

※体験・観光に関する5つの項目「各種体験プログラム
に参加」「観光施設に行く、遊ぶ」「スポーツ、アウト
ドアを楽しむ」「健康・美容（立ち寄り温泉、エステ・
マッサージ）」「スポーツ観戦、コンサート、祭り」に
ついては、20の活動を5分類に括って算出した割合
となっている。平均回数・金額も同様

※「平均金額」は、「1回目に支払った大人1人分の金額」
の平均。「買い物」のみ、「1旅行中主な宿泊地で支払
った総額の大人1人分の金額」の平均

※金額が0円のものは回数に含めない
※推計消費額の算出方法は①回答者それぞれについ

て、各消費行動の回数×1回目の単価で各消費行動
の消費額を算出。②各消費行動の平均消費額を算
出。③全国の延べ宿泊旅行者数に各消費行動の実
施割合を乗じて各実施者数を算出。更に各行動の
平均消費額を乗じて、消費総額を推計。エリア内で
の移動費用など上記の項目以外の消費行動や、周
遊先や移動中など主な宿泊エリア以外での消費行
動は含まれていないため、P7図7の「現地小遣い」

（約2.5兆円）とは値が異なる。また、四捨五入の関
係で見かけ上の計算と合わない場合がある

表3 宿泊エリアでの消費行動（宿泊プラン・ツアー以外で行ったこと、複数回答）と推計消費額

0 20 40 60（%）

飲
食

体
験
・
観
光

直売所や道の駅、
お土産物屋で買い物をする

-

5410円

1.7回

890円

1.8回

1500円

1.6回

990円

1.7回

3130円

1.4回

4650円

1.3回

2590円

1.4回

3370円

1.6回

5010円

1.3回

1950円

1.2回

5720円

3852億円 

460億円 

2169億円 

593億円 

3176億円 

700億円 

208億円 

1008億円

474億円 

204億円

621億円 

7097億円

3852億円

2514億円

推計消費額
平均回数
平均金額

買
い
物

 2017年度
 2016年度

21.1朝食を食べる

54.3昼食を食べる

24.8喫茶・スイーツを食べる

40.3夕食を食べる

6.7バーなどでお酒を飲む

4.9各種体験プログラムに参加

15.4観光施設に行く、遊ぶ

4.1スポーツ、アウトドアを楽しむ

5.4健康・美容（立ち寄り温泉、
エステ・マッサージ）

5.9スポーツ観戦、
コンサート、祭り

何も実施しなかった 15.0

追加消費額の
前年差

+39億円 

-7億円 

+38億円 

+16億円 

+101億円 

+29億円 

+21億円 

0円

-120億円 

+36億円

-113億円 

48.9
48.8

20.9

54.8

24.3

40.1

6.8

4.6

15.3

4.6

5.6

5.7

14.7

13464億円
総額

＋40億円
総額

※集計データより、性・年代別に個人旅行とパック旅行の延べ宿泊者数、旅行費用の平均値（単価）を推計し、性・年代別・手配方法（個人、パック）別に費用総額を算出
※宿泊1回あたりの費用、宿泊先のエリアブロック別1回あたりの費用など、宿泊旅行に関する費用を総合的に推計し、総額を算出

宿泊旅行にかけられた
費用の総額

17年度

16年度

15年度

14年度

13年度

7兆5,352億円

7兆878億円

7兆7,891億円

7兆4,574億円

7兆3,120億円

6.3%

-9.0%

4.4%

2.0%

5.5%

前年比
（%）

図7 宿泊旅行にかけられた費用総額
0（%） 20 40 60 80 100

宿泊旅行にかけ
られた費用の総額

個人旅行と
パック旅行の内訳

費目別の内訳

個人旅行   
6兆5,117億円（86.4％）

パック旅行
1兆236億円（13.6％）

宿泊費
2兆2,427億円（29.8％）

交通費
2兆1,237億円（28.2％）

現地小遣い
2兆4,641億円（32.7％）

パック費
7,047億円（9.4％）

7兆5,352億円（100.0％）

図6 旅行実施者の世帯年収分布（単一回答） ※ベース：宿泊旅行件数（単位：％）

17年度

16年度

15年度

14年度

5.7 11.820.0 23.8 17.6 5.3 3.5 9.8

5.3 11.519.0 24.3 17.6 5.3 3.5 1.8 10.8

5.6 10.820.7 24.1 16.9 5.3 3.5 1.8 10.3

6.0 11.221.2 24.2 16.7 5.3 3.3 9.8

200万円
未満

800～
1000万円未満

200～
400万円未満

400～
600万円未満

600～
800万円未満

1000～
1200万円未満

1200～
1500万円未満

1500～
2000万円未満 わからない2000万円

以上

1.6 1.0

0.9

1.0

1.5 0.9

2017年度
2016年度
2015年度
2014年度

世帯年収
600万円未満
の割合

48.5%
49.5%
50.4%
51.4%

2016年
2015年
2014年

64.5%
65.7%
65.7%

世帯年収
600万円以下の割合 平均年収

560万2000円
545万8000円
541万9000円

参考

厚労省「国民生活基礎調査」より

全国の世帯年収
600万円以下の割合と
平均年収

※総額内（ ）は前年差　※百の位までの四捨五入で示しているため、合計が合わない場合がある
※トリム平均とは…… データ全体の上限と下限から一定の割合のデータをカットした残りのデータの平均のこと
 ここでは、全体の上下合計0.5％の範囲にあるデータをカットした。金額の高すぎる回答が平均値に大きな影響を与えることを避けるためである

図5 1回の宿泊旅行にかかった費用（大人1人あたり） ※全国0.5％トリム平均

表2 1回の宿泊旅行にかかる費用の前年度との差（宿泊先ブロック別）  ※ベース：宿泊旅行件数

総額 総額 総額

パック旅行の
場合

宿＋交通費 交通費宿泊費

全体
北海道
東北
関東
甲信越・北陸
東海
関西
中四国
九州
沖縄

2,300
900

2,600
1,000

600
2,200
1,900
2,400
1,700
8,300

2,100
600

1,700
1,200
1,600
2,100
1,800
2,600

900
9,300

1,000
1,200
1,000

300
1,200
1,200

700
1,300

300
4,200

600
700
700
300
-100
200
500

1,200
100

4,500

400
-1,300

0
600
400
700
600
200
500
500

5,200
5,600

20,200
-300

-6,500
7,100
3,700
-900

14,800
6,000

1,700
2,300
2,200

500
700

1,300
1,000
2,300

700
8,400

現地小遣い 現地小遣い

600
-1,400

400
500
-100
900
900
100

1,000
-100

宿泊旅行の総額 宿泊旅行の総額

宿
泊
先
ブ
ロ
ッ
ク

※単位（円）

表2データより「600万未満」を集計

30,800円 16,000円 46,800円

33,800円 17,000円 50,800円

33,000円 16,300円 49,300円

34,700円 16,900円 51,600円
（+2300円）

32,800円 16,400円 49,200円

17年度

16年度

15年度

14年度

13年度

0 0 020,000 20,000 20,00040,000 40,000 40,00060,000（円） 60,000（円） 60,000（円）

全旅行者 個人旅行 パック旅行

65,900円43,500円 22,400円

47,000円 20,900円

46,500円 21,300円 67,800円

50,300円 22,700円

46,600円 22,100円

44,300円14,800円 14,300円 15,200円

16,500円 15,800円 16,600円

16,000円 15,400円 15,800円

17,000円 16,000円 16,200円

15,700円 15,400円 15,700円

48,800円

47,200円

49,300円
（+2100円）

46,800円

宿泊＋交通 宿泊費 パック費 現地小遣い交通費 現地小遣い現地小遣い 総額 総額 総額

67,900円

68,600円

73,000円
（+5200円）

6　September  20187 September  2018　
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ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
利
用
が
ま
す
ま
す
増
え
る
一
方
で
、
一
次
交
通
は
高
級
志
向
。

「
夫
婦
二
人
の
旅
」「
一
人
旅
」＝
大
人
の
旅
が
上
位
を
占
め
る
な
か
、

「
安
近
短
」志
向
が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
状
況
も
感
じ
さ
せ
る
。

レ
ガ
シ
ー
キ
ャ
リ
ア
利
用
増
で
や
や
贅
沢
化
？

一
人
旅
増
の
中
身
に
や
や
変
化
あ
り

　

利
用
し
た
宿
泊
施
設
（
図
８
）に
つ

い
て
は
、
こ
こ
10
年
間
右
肩
上
が
り
の

ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
が
今
年
も
増
加
。
リ

ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
、
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
も
増

え
、
ホ
テ
ル
・
計
が
62
・
９
％
ま
で
伸

び
た
。
一
方
で
旅
館
の
利
用
は
減
少
。

ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
の
供
給
が
増
え
、
旅

館
は
減
っ
て
い
る
と
い
っ
た
背
景
も
あ

る
が
、
つ
い
に
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
の
利

用
率
が
旅
館
を
逆
転
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
な
お
今
回
か
ら
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
、

民
泊
に
つ
い
て
も
質
問
に
加
え
た
が
、

い
ま
の
と
こ
ろ
利
用
率
は
高
く
な
い
。

　

目
的
地
ま
で
の
交
通
手
段
（
図
９
）

で
増
加
し
た
の
は
日
本
航
空
や
全
日
空

の
飛
行
機（
レ
ガ
シ
ー
キ
ャ
リ
ア
）。
Ｌ

Ｃ
Ｃ
よ
り
む
し
ろ
こ
ち
ら
が
伸
び
て
い

て
、
旅
行
費
用
ア
ッ
プ
の
一
要
因
に
な

っ
て
い
る
と
も
い
え
そ
う
だ
。
と
同
時

に
、全
体
に「
安
近
短
」を
よ
し
と
す
る

傾
向
が
変
わ
り
、
行
く
か
ら
に
は
あ
る

程
度
費
用
を
か
け
る
国
内
旅
行
者
の
姿

も
窺
え
る
。
新
幹
線
・
特
急
列
車
が
伸

び
て
い
る
の
は
、
２
０
１
５
年
〜
２
０

１
７
年
頃
に
急
増
し
た
観
光
列
車
の
影

響
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
ち
ら

も
「
お
金
を
か
け
て
旅
を
す
る
」傾
向

を
感
じ
さ
せ
る
。
自
家
用
車
は
減
少
傾

向
で
、
今
年
は
つ
い
に
４
割
を
割
り
込

ん
だ
。

　

同
行
者（
図
10
）で
は
、調
査
開
始
以

来
増
加
傾
向
の
「
夫
婦
二
人
で
の
旅

行
」が
25
・
７
％
で
ト
ッ
プ
。
次
い
で

「
一
人
旅
」が
17
・
2
％
と
続
く
が
、
２

０
１
５
年
度
ま
で
の
急
速
な
伸
び
は
い

っ
た
ん
落
ち
着
い
た
形
だ
。
性
・
年
代

別
に
み
る
と
、
20
〜
34
歳
男
性
で
の
増

加
傾
向
が
止
ま
る
一
方
、
35
〜
49
歳
男

性
で
は
増
加
に
転
じ
て
い
る（
表
４
）。

　

旅
の
目
的
（
図
11
）と
し
て
は
相
変

わ
ら
ず
食
が
強
く
、「
地
元
の
美
味
し

い
も
の
」が
ト
ッ
プ
。「
宿
で
の
ん
び
り

過
ご
す
」「
ま
ち
あ
る
き
」も
増
加
傾
向

が
続
い
て
い
る
。
ま
た
今
年
は
「
名

所
・
旧
跡
の
観
光
」も
伸
び
た
。

宿
は
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
増

飛
行
機
は
レ
ガ
シ
ー
で
遠
方
人
気

旅のスタイル

17年度 全体

16年度 全体

15年度 全体

14年度 全体

13年度 全体

12年度 全体

11年度 全体

10年度 全体

09年度 全体

08年度 全体

図10 宿泊旅行の同行者 （単一回答）  ※ベース：宿泊旅行件数（単位：％）

1.4

1.2

1.2

1.8

1.4

2.0

1.7

2.2

1.8

1.9

0.5

0.7

0.3

1.0

1.2

小学生以下子連れ家族旅行……小学生以下の子供を連れた家族旅行　中学生以上子連れ家族旅行……中学生以上20歳未満の子供を連れた家族旅行
団体旅行……職場やサークルなどでの団体旅行　※小学生未満の子供も連れている場合は小学生以下の子連れ家族旅行に回答

グラフ中の略記について

20〜34歳
（ヤング）

35〜49歳
（ミドル）

50〜79歳
（シニア）

男性

一人旅
恋人と
の旅行

夫婦二人で
の旅行

小学生以下
子連れ家族旅行

中学生以上
子連れ家族旅行

親連れ
家族旅行

その他の
家族旅行

友人との
旅行 団体旅行 その他

女性

男性

女性

男性

女性

12.5 5.815.39.37.63.612.024.27.4

13.1 4.715.39.07.87.2 24.4 12.8 3.9

14.1 4.514.38.88.07.4 24.5 12.6 4.0

14.5 4.413.89.27.97.2 24.1 12.7 4.3

12.9 5.215.29.37.73.712.424.37.4

15.4 3.813.89.18.47.0 24.8 11.7 4.3

15.9 3.813.98.98.27.3 24.5 11.9 4.2

17.5 3.313.28.48.57.0 25.3 11.2 4.2

17.2 2.912.78.48.97.3 25.7 11.1 4.5

10.7 1.58.65.011.67.328.819.95.6

13.9 11.714.217.6 16.2 18.84.3 2.3

20.7 4.110.58.54.76.03.936.24.1

36.12.810.6 2.32.014.016.97.15.03.2

0.3

26.8 17.0 3.618.32.512.19.98.9

26.2 3.68.82.19.14.923.313.68.1

0.4

17.2 3.213.18.38.57.0 25.5 11.8 4.3

図8 宿泊施設の種類 （単一回答）※ベース：宿泊旅行件数

表4　一人旅の構成比の変化 ※ベース： 1人あたり最大3回までの旅行件数（単位：％）

08年度
20.1
9.2

15.7
7.7

14.6
9.6

21.6
10.3
16.7
7.4

14.1
10.3

20.9
10.0
18.4
9.4

14.1
9.8

23.3
10.7
18.5
8.2

17.4
9.9

23.2
10.2
20.9
8.0

16.9
11.3

26.1
11.6
21.9
9.7

17.7
11.0

26.9
12.6
23.0
10.1
18.3
10.4

28.8
14.3
24.8
11.7
19.2
12.3

29.1
12.6
24.2
11.3
20.1
11.4

26.8
13.9
26.2
10.7
20.7
10.6

性・年代別 09年度 10年度 11年度 12年度 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度
20〜34歳

35〜49歳

50〜79歳

男性

男性

男性

女性

女性

女性

図11 宿泊旅行の目的 （複数回答）  ※ベース：宿泊旅行件数

17年度 16年度 15年度 14年度 13年度

図9 目的地までの主な交通手段 （単一回答）※ベース：宿泊旅行件数

0 10 20 30（%）

シティホテル

ビジネスホテル

リゾートホテル

旅館

民宿

ペンション・ロッジ

ゲストハウス

貸し別荘・
コンドミニアム

民泊

車中泊・船中泊・
列車泊

キャンプ・
キャンピングカー

知人宅

その他

18.4

ホテル計
62.9%

飛行機計
21.3%

23.1

21.4

21.8

1.8

1.7

0.9

0.9

0.3

1.2

1.0

5.2

2.3

0 10 20 4030（%）

日本航空や
全日空の飛行機

格安航空会社
（LCC）の飛行機 

その他の飛行機
（地域航空
会社など）

新幹線・特急列車 

新幹線・特急列車
以外のＪＲ・
私鉄・地下鉄等

船・フェリー

高速バス

貸切バス・観光バス

路線バス

自家用車

レンタカー

その他

16.8

3.4

1.1

20.3

1.0

3.7

0.4

1.9

1.0

39.9

2.3

8.2

※その他にはタクシー・ハイヤー、バイク、レンタサイクルを含む

0 10 20 30 40（%）

地元の
美味しいものを食べる

温泉や露天風呂

宿でのんびり過ごす

名所、旧跡の観光

まちあるき、都市散策

テーマパーク（遊園地、
動物園、博物館など）

買い物、アウトレット

友人、親戚を訪ねる

花見や紅葉などの
自然観賞

33.1
33.2
33.7
34.0
34.0

35.1
35.5
35.6
36.5

37.9

30.3
30.3

31.2
31.6
32.2

28.1
27.6
27.8
27.7

29.2

17.7
17.5
18.1
18.3

19.3

14.1
13.7
14.0
13.6
14.1

10.2
9.1
9.0
8.9
9.6

14.2
14.1

13.6
12.6

12.1
13.3

12.7
12.9
12.7
13.6

0 10 20 30 40（%）

お祭りやイベントへの
参加、見物

ドライブ・ツーリング

スポーツ観戦や
芸術鑑賞（コンサート等）

アウトドア（海水浴、
釣り、登山など）

スキー・スノボ、
マリンスポーツ

各種体験
（手作り、果物狩りなど）

その他スポーツ
（ゴルフ、テニスなど）

その他

17年度 16年度 15年度 14年度 13年度

6.2
5.5
5.4
5.3
5.9

6.9
6.2
6.6
6.3
6.5

2.3
2.5
2.2
2.4
2.2

1.8
1.8
1.8
1.9

1.4
1.3
1.3
1.4
1.4
1.5

5.6
5.4
5.3
5.0
4.8

5.3
4.8
5.0
4.9
4.6
4.5
4.7
4.9
5.1
5.5
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都
道
府
県
別
の
宿
泊
旅
行
者
数
ラ
ン

キ
ン
グ（
表
５
）で
は
、大
阪
が
初
の
ベ

ス
ト
３
に
入
り
、
沖
縄
も
ラ
ン
ク
イ
ン
。

人
気
エ
リ
ア
と
宿
泊
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
の

あ
る
大
都
市
が
並
ん
だ
。
な
お
ト
ッ
プ

10
で
は
、
千
葉
県
を
除
く
す
べ
て
で
前

年
度
比
プ
ラ
ス
と
な
っ
て
い
る
。

　

増
加
率
ラ
ン
キ
ン
グ
（
表
６
）の
ト

ッ
プ
は
、
前
年
度
比
プ
ラ
ス
20
・
３
％
、

91
万
人
増
の
沖
縄
県
。
初
回
訪
問
者
が

大
き
く
シ
ェ
ア
を
伸
ば
し
た
こ
と
が
影

響
し
て
い
そ
う
だ
。
そ
の
他
、
好
調
の

Ｕ
Ｓ
Ｊ
効
果
で
集
客
を
伸
ば
し
た
大
阪

府
、
道
内
旅
行
者
が
回
復
し
た
北
海
道

な
ど
が
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て
い
る
。
奈
良

県
、
滋
賀
県
の
増
加
率
ア
ッ
プ
に
つ
い

て
は
、
隣
接
す
る
京
都
府
の
宿
泊
施
設

不
足
に
よ
る
超
過
ニ
ー
ズ
を
取
り
込
ん

だ
も
の
と
考
え
ら
れ
そ
う
だ
。
福
島
県

に
つ
い
て
は
、
隣
県
の
茨
城
県
ほ
か
近

県
か
ら
の
旅
行
者
や
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
客

が
増
え
て
い
て
、
東
日
本
大
震
災
や
原

発
事
故
の
影
響
で
旅
行
を
控
え
て
い
た

人
が
本
格
的
に
戻
っ
て
き
た
と
い
う
可

能
性
が
あ
る
。

　

ブ
ロ
ッ
ク
別
に
見
て
み
る
と
、
関
東

発
の
旅
行
者
が
増
え
て
い
る
様
子
が
分

か
る（
表
７
）。
関
東
か
ら
の
行
き
先
と

し
て
多
い
の
は
、
関
西
、
東
北
、
沖
縄
、

中
国
。
関
西
か
ら
北
海
道
に
行
っ
た
人

も
多
く
、
遠
方
の
旅
先
が
選
ば
れ
て
い

た
様
子
が
窺
え
る
。
逆
に
近
隣
エ
リ
ア

へ
の
旅
行
は
少
な
く
な
っ
て
い
て
、

「
車
で
行
け
る
範
囲
」の
旅
先
を
選
ぶ
ケ

ー
ス
が
減
少
し
て
い
る
と
も
い
え
そ
う

だ
。

　

都
道
府
県
別
魅
力
度
ラ
ン
キ
ン
グ
で

は
、
総
合
的
な
満
足
度
で
今
年
も
沖
縄

県
が
１
位
を
キ
ー
プ
。
愛
媛
県
は
２
０

１
５
年
度
以
来
の
２
位
に
返
り
咲
き
、

奈
良
県
と
三
重
県
は
こ
こ
５
年
で
初
の

ト
ッ
プ
10
入
り
を
果
た
し
て
い
る
。

　

部
門
別
ラ
ン
キ
ン
グ
に
大
き
な
変
動

は
な
い
が
、「
よ
か
っ
た
」と
評
価
さ
れ

る
ポ
イ
ン
ト
に
は
新
し
い
動
き
も
。
た

と
え
ば
「
良
い
環
境
情
報
を
入
手
で
き

た
」の
部
門
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

環
境
を
評
価
す
る
声
が
登
場
。
ス
ム
ー

ズ
に
検
索
が
で
き
る
環
境
の
整
備
も
今

や
立
派
な
情
報
提
供
の
仕
組
み
と
い
え

る
の
か
も
し
れ
な
い
。

遠
方
へ
旅
す
る
傾
向
は

ブ
ロ
ッ
ク
別
旅
行
者
数
に
も
？

増
加
率
、
満
足
度
と
も
沖
縄
県
が
目
立
っ
た
今
回
の
ラ
ン
キ
ン
グ
。

全
体
的
に
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
に
人
気
の
エ
リ
ア
が
国
内
旅
行
で
も
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
し
、

旅
行
費
用
増
に
伴
っ
て
遠
方
の
旅
先
が
人
気
と
な
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

増
加
率
ト
ッ
プ
は
前
年
比
20
・
3
％
増
の

沖
縄
県
。満
足
度
で
も
６
冠
を
達
成

都道府県別

子供が楽しめるスポットや
施設・体験が多かった都道府県

51.5 
40.1 
37.3 
34.8 
32.6 
32.1 
30.3 
27.3 
26.6 
25.2 

%
2

3

4

5

6

7

8

9

10

千葉県
沖縄県
和歌山県
長崎県
大分県
大阪府
三重県
山梨県
北海道
熊本県

第 位1

1位の千葉県をはじめテーマパークが人気
7位までは前年度と同じ顔触れ。いずれもフリーアンサ
ーに挙がるのはほとんど有名テーマパークの名前であ
り、安定的な子供人気を感じさせる。テーマパークが
人気の山梨県のほか、9位の北海道、10位の熊本県
が新たにランクインした。

23.7 %全体平均（前年度23.1%）

現地で良い観光情報を
入手できた都道府県

46.6 
38.4 
36.9 
34.5 
34.0 
33.9 
33.1 
32.9 
31.5 
31.2 

%
2

3

4

5

6

7

8

9

10

沖縄県
京都府
北海道
長崎県
熊本県
奈良県
鹿児島県
青森県
高知県
愛媛県

第 位1

インターネット環境も評価のポイントに
駅や宿、観光案内所、パンフレットのほか、店のスタッ
フや地元の人とのコミュニケーションによる情報入手
も評価の対象に。さらに増えているのがインターネット
環境に関するコメント。「Wi-Fiがつながり検索しやす
い」と評価する声もあった。

27.0 %全体平均（前年度26.9%）

表8-2 項目別に見た評価の高い都道府県ランキング

魅力的な宿泊施設が
多かった都道府県

63.6 
56.6 
51.5 
51.2 
51.0 
50.8 
50.3 
50.0 
49.9 
49.6 

%
2

3

4

5

6

7

8

9

10

大分県
沖縄県
栃木県
石川県
愛媛県
熊本県
北海道
山形県
岩手県
群馬県

第 位1

大分県は3年連続1位。栃木県がベスト3入り
3位にランクアップした栃木県では、鬼怒川温泉や那
須温泉などの宿の名前が挙がったほか、ファミリー向
けの人気宿があるのも強み。6位の熊本県や9位の岩
手県、10位の群馬県など新規ランクイン組について
も、温泉宿を挙げる人が多かった。

43.5 %全体平均（前年度42.4%）

現地へのアクセスが
よかった都道府県

63.3 
62.9 
61.3 
60.9 
60.8 
56.9 
53.8 
51.4 
50.4 
50.4 

%東京都
大阪府
福岡県
京都府
神奈川県
愛知県
兵庫県
埼玉県
宮城県
千葉県

第 位1

大都市圏に加え埼玉県、宮城県が上位に
上位7県は、空港やターミナル駅を備えた大都市を擁
する都府県。今回トップ10に入った宮城県のように、
新幹線停車駅のある地域も評価は高い。評価アップ
は関東ブロックから東北への旅行者が増えたこととも
関連していそうだ。

48.0 %全体平均（前年度49.1%）

大人が楽しめるスポットや
施設・体験が多かった都道府県

54.2 
51.4 
51.0 
50.5 
47.5 
46.7 
44.1 
43.4 
42.9 
42.7 

%
2

3

4

5

6

7

8

9

10

沖縄県
千葉県
京都府
長崎県
三重県
奈良県
北海道
大分県
和歌山県
愛媛県

第 位1

トップ3は今年も沖縄県、千葉県、京都府
トップ3は常連の3府県。千葉県では音楽フェスや商
業施設にも評価の声が集まった。6位奈良県は神社
仏閣、奈良公園など、10位愛媛県では道後温泉、松
山城が支持されたが、9位の和歌山県のようにテーマ
パークが支持の理由になるケースも多い。

39.7 %全体平均（前年度38.6%）

地元の人のホスピタリティを
感じた都道府県

48.3 
37.1 
34.9 
33.2 
32.7 
30.9 
30.3 
29.5 
29.3 
29.2 

%
2

3

4

5

6

7

8

9

10

沖縄県
高知県
青森県
岩手県
熊本県
北海道
鹿児島県
愛媛県
山形県
宮崎県

第 位1

青森県が急上昇。カギはご当地体験？
1位の沖縄県は、地元の人やホテルスタッフとの触れ合
い加えて、マリンアクティビティ関連のコメントが多い。
3位の青森県は、祭り、ねぶたの家ワ・ラッセ、方言、
三味線演奏など、ご当地感体験が魅力を感じるきっか
けになっているようだ。

24.3 %全体平均（前年度24.4%）

若者が楽しめるスポットや
施設・体験が多かった都道府県

50.2 
48.1 
39.1 
36.3 
31.7 
30.2 
29.7 
29.4 
26.5 
26.5 

%
2

3

4

5

6

7

8

9

9

沖縄県
千葉県
大阪府
長崎県
東京都
北海道
福岡県
和歌山県
神奈川県
三重県

第 位1

多様なコンテンツを持つ沖縄がトップに
沖縄県は、ウォーターアクティビティや離島、買い物な
ど多様なコンテンツを背景に1位を奪取。2位の千葉
県は有名テーマパーク以外に観光列車や音楽フェス
なども人気。7位福岡県については「街がきれいで活気
がある」などのコメントも出た。

26.2 %全体平均（前年度25.1%）

地元ならではの
おいしい食べ物が多かった都道府県

76.6 
75.0 
74.8 
74.5 
74.0 
73.7 
73.7 
73.4 
71.2 
70.5 

%
2

3

4

5

6

6

8

9

10

石川県
高知県
北海道
山形県
富山県
青森県
沖縄県
熊本県
香川県
三重県

第 位1

デッドヒートを制した石川県が返り咲き
昨年もトップを争った石川県と高知県だが今年は石川
県に軍配。6位の青森県（ホタテ、りんご、海産物、マ
グロ）、8位の熊本県（馬刺し）、10位の三重県（イセエ
ビ、海鮮、伊勢うどん、松阪牛）が新たにトップ10入
りを果たしている。

58.9 %全体平均（前年度59.0%）

魅力的のある特産品や土産物が
多かった都道府県

69.1 
62.1 
62.0 
61.8 
61.5 
60.4 
60.2 
58.6 
58.0 
57.8 

%
2

3

4

5

6

7

8

9

10

沖縄県
北海道
石川県
高知県
京都府
青森県
富山県
広島県
長崎県
宮崎県

第 位1

王者・沖縄県が2005年度以来不動の1位
「ちんすこう」や「シーサー」が人気の沖縄県が今回も1
位。2位の北海道では「海産物」のほか「お菓子」も支
持された。6位の青森県（りんご、リンゴのスイーツ）、7
位の富山県（海産物）、10位の宮崎県（マンゴー）はい
ずれも復活ランクイン。

48.4%全体平均（前年度48.1%）

2

3

4

5

6

7

8

9

9

表8-1 総合的な満足度の高かった都道府県

91.1 
89.7 
89.4 
88.2 
88.1 
87.2 
86.3 
86.0 
86.0 
85.9 

%
2

3

4

5

6

7

8

8

10

沖縄県
愛媛県
京都府
北海道
三重県
奈良県
熊本県
長崎県
大分県
青森県

第 位1

82.8 %全体平均（前年度82.4%）

済

（単位：万人）

※ブロック別増減のうち+30万人以上の項目に水色の網掛け、-30万人以上のものに黄色の網掛けをした

北海道 東北 関東 東海 関西 中四国 九州 沖縄甲信越・
北陸

居
住
ブ
ロ
ッ
ク

宿泊先ブロック

全体 17年度
 16年度
 15年度
17-16年度増減
北海道
東北
関東
甲信越・北陸
東海
関西
中四国
九州
沖縄

表7 居住ブロック別にみた宿泊先ブロック別の延べ旅行者数の増減数（16年度→17年度）

表5 都道府県別延べ宿泊旅行者数
 ランキング

東京都
北海道
大阪府
静岡県
神奈川県
長野県
京都府
千葉県
沖縄県
福岡県

1,541
1,066

775
773
710
702
637
553
540
503

18年度推計値

万人1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

表6 都道府県別延べ宿泊旅行者数
 増加率ランキング

20.3
19.7
12.2
11.2
9.5
7.9
7.8
7.1
6.8
5.8

沖縄県
奈良県
福島県
大阪府
三重県
北海道
広島県
青森県
静岡県
滋賀県

91
19
32
78
29
78
24
11
49
9

増加率 増加数16年度➡17年度

万人％1
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「
ミ
レ
ニ
ア
ル
」と
は
一
般
に
「
１
９

８
０
年
〜
２
０
０
０
初
頭
に
生
ま
れ
、

２
０
０
０
年
代
の
は
じ
め
に
成
人
を
迎

え
る
世
代
」と
さ
れ
、
ほ
ぼ
今
回
の
調

査
の
20
歳
〜
34
歳
の
層
に
重
な
る
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
普
及
し
た
環
境
で
育

ち
、
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
に
優
れ
、
仲
間

と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
す
る
傾
向
が

特
徴
的
だ
。「
彼
ら
を
そ
れ
ま
で
の
人

た
ち
と
同
じ
で
あ
る
は
ず
だ
と
思
っ
て

は
い
け
ま
せ
ん
」と
語
る
の
は
、
若
者

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
専
門
家
で
あ
る
原

田
曜
平
氏
。
こ
こ
で
は
、
原
田
氏
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
、「
ミ
レ
ニ
ア
ル
男

子
」の
特
徴
を
探
っ
て
い
く
。

　

20
〜
34
歳
男
性
の
場
合
、
こ
こ
９
年

で
「
飛
行
機
」「
新
幹
線
・
特
急
列
車
」

「
そ
の
他
の
列
車
」は
３
〜
６
ポ
イ
ン
ト

増
、「
自
家
用
車
」が
12
ポ
イ
ン
ト
減
。

い
ず
れ
も
全
体
平
均
と
比
較
し
て
よ
り

大
き
く
変
化
し
て
い
る
。「
若
者
が
車

を
持
た
な
い
」と
言
わ
れ
て
久
し
い
が
、

原
田
氏
に
よ
る
と
「
最
近
は
（
今
ま
で

は
不
可
欠
と
さ
れ
て
い
た
）地
方
で
も

車
を
持
た
な
い
人
が
出
始
め
て
い
る
」

と
の
こ
と
。
今
後
は
経
済
状
況
の
改
善

と
も
相
ま
っ
て
、
よ
り
公
共
交
通
機
関

へ
の
シ
フ
ト
が
進
み
そ
う
だ
。
ま
た
仮

に
車
を
持
っ
て
い
て
も
「
仲
間
の
誰
か

に
運
転
し
て
も
ら
う
の
は
申
し
訳
な

い
」と
い
う
理
由
で
、
仲
間
内
で
車
を

出
す
こ
と
は
し
な
い
傾
向
も
。
自
家
用

車
だ
け
で
な
く
レ
ン
タ
カ
ー
に
つ
い
て

も
減
少
傾
向
に
あ
る
が
、
そ
の
点
に
つ

い
て
も
納
得
が
い
く
説
明
だ
。

　

特
徴
的
な
の
は
、
調
査
開
始
以
来
増

え
続
け
て
き
た「
一
人
旅
」。
し
か
し
こ

の
世
代
の
一
人
旅
は
「
一
人
で
あ
っ
て

一
人
で
は
な
い
」と
原
田
氏
は
指
摘
す

る
。
背
景
に
あ
る
の
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
。「
一
人

で
テ
ー
マ
パ
ー
ク
に
行
き
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

『
ひ
と
り
○
○
な
う
』と
発
言
す
れ
ば
、

『
な
ん
で
だ
よ
！
』と
ツ
ッ
コ
ミ
が
入

る
。
旅
先
で
も
友
達
と
つ
な
が
っ
て
い

る
ん
で
す
」。

　

増
え
て
い
る
と
い
え
ば
「
親
を
連
れ

た
家
族
旅
行
」も
だ
が
、こ
ち
ら
は「
こ

こ
10
年
ほ
ど
若
者
の
親
子
関
係
が
非
常

に
良
好
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
納

得
」と
原
田
氏
。「
今
時
の
若
者
は
『
大

人
』で
、
む
し
ろ
親
の
わ
が
ま
ま
に
付

き
合
っ
て
や
る
よ
う
な
傾
向
も
あ
り
ま

す
」。
同
時
に
、
最
も
気
を
遣
う
必
要

の
な
い
相
手
と
し
て
親
と
旅
行
し
て
い

る
可
能
性
も
あ
り
そ
う
だ
。

　

減
少
項
目
で
典
型
的
な
の
は
「
恋
人

と
の
旅
行
」。
こ
れ
に
つ
い
て
は「
性
別

の
関
係
す
る
イ
ベ
ン
ト
は
こ
と
ご
と
く

衰
退
し
て
い
る
」と
原
田
氏
。「
バ
レ
ン

タ
イ
ン
よ
り
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
が
盛
り
上
が

る
の
は
性
別
に
関
係
な
く
友
達
同
士
で

楽
し
め
る
か
ら
。
エ
ロ
ス
を
軸
に
し
た

消
費
は
も
う
あ
り
ま
せ
ん
！
」。
逆
に

「
友
達
同
士
な
ら
男
女
一
緒
に
泊
ま
る

こ
と
に
も
抵
抗
は
な
い
」と
い
う
傾
向

も
理
解
し
て
い
く
べ
き
だ
ろ
う
。

 

「
団
体
旅
行
」の
減
少
に
つ
い
て
は
、

「
非
正
規
雇
用
が
増
え
、
転
職
も
当
た
り

前
と
い
う
環
境
で
は
、
で
き
る
だ
け
職

場
と
付
き
合
い
た
く
な
い
の
は
当
然
」

と
し
た
う
え
で
、「
今
の
若
者
は
大
き

な
グ
ル
ー
プ
を
避
け
た
が
る
」と
原
田

氏
。「
大
学
で
も
、
何
か
と
気
遣
い
の
必

要
な
大
サ
ー
ク
ル
は
敬
遠
さ
れ
が
ち
」

と
い
う
事
情
は
頭
に
入
れ
て
お
き
た
い
。

過
去
の
イ
メ
ー
ジ
を
捨
て
て

「
ミ
レ
ニ
ア
ル
」と
向
き
合
う

「
運
転
を
さ
せ
る
の
は
悪
い
」も

車
旅
を
避
け
る
理
由
の
一
つ

Ｓ
Ｎ
Ｓ
、友
達
重
視
…
若
者
の

文
化
が
如
実
に
表
れ
る「
同
行
者
」

今
年
度
の
調
査
に
お
け
る
20
〜
34
歳
の
ヤ
ン
グ
層
は
「
ミ
レ
ニ
ア
ル
」と
呼
ば
れ
、

従
来
と
は
違
う
価
値
観
を
持
つ
世
代
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
層
。

と
く
に
旅
行
実
施
率
の
伸
び
た
男
性
に
注
目
し
、
そ
の
特
徴
を
考
え
て
み
た
。

旅
を
始
め
た
ミ
レ
ニ
ア
ル
男
子

そ
の
背
景
や
心
理
を
ひ
も
と
く

　

旅
行
費
用
が
伸
び
た
の
は
全
世
代
に

共
通
す
る
傾
向
だ
が
、
全
体
平
均
が
前

年
度
か
ら
＋
２
３
０
０
円
だ
っ
た
の
に

対
し
、
20
〜
34
歳
男
性
で
は
＋
４
２
０

０
円
と
さ
ら
に
大
き
く
伸
び
て
い
る
。

「
旅
に
お
金
を
使
う
よ
う
に
な
っ
た
」＝

何
ら
か
の
価
値
観
の
変
化
が
あ
っ
た
と

も
考
え
た
く
な
る
が
、
原
田
氏
は
「
純

粋
に
収
入
が
上
が
っ
た
こ
と
が
理
由
」

と
見
る
。「
旅
の
目
的
」（
Ｐ
14
参
照
）で

も
、
テ
ー
マ
に
よ
っ
て
特
徴
的
な
伸
び

が
見
ら
れ
た
が
、
こ
う
し
た
変
化
に
つ

い
て
も
「
旅
行
に
お
金
を
か
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
も
と
も
と
持

っ
て
い
た
特
徴
が
強
く
表
れ
た
も
の
で

は
」と
の
こ
と
。
逆
に
言
え
ば
、
ヤ
ン

グ
層
男
性
も
お
金
が
あ
れ
ば
旅
行
に
行

く
の
で
あ
り
、
旅
は
一
般
的
な
趣
味
の

一
つ
と
い
え
そ
う
だ
。

旅
行
費
用
増
の
理
由
は
収
入
増

そ
の
他
の
理
由
は
見
当
た
ら
ず
？

費用

同行者

一次交通

車
ナ
シ
男
子
へ
の
対
応
を

車
を
持
た
な
い
若
者
の
た
め
、
男
性
に

と
っ
て
も「
足
」の
確
保
が
カ
ギ
。

Po i n t

費
用
ア
ッ
プ
＝
収
入
増
の
反
映

そ
れ
に
伴
い
他
の
特
性
も

強
く
出
た
と
考
え
ら
れ
る
。

Po i n t

良
好
な
親
子
関
係
に
注
目

「
大
人
」な
若
者
が
む
し
ろ
親
に

付
き
合
っ
て
あ
げ
る
場
面
も
あ
る
。

恋
愛
消
費
は
過
去
の
も
の

現
代
の
若
者
は
性
別
の
関
係
な
い

イ
ベ
ン
ト
に
こ
そ
魅
力
を
感
じ
る
。

一
人
旅
＝「
一
人
」じ
ゃ
な
い

一
人
の
若
者
の
背
後
に
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

存
在
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
。

Po i n t

TOPICS

国内外の若者と直接対話し、彼
らの特徴を探る活動を続けてい
る原田曜平氏（詳細プロフィール
はP15）

図14	同行者の変化（20～34歳男性）
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図13	一次交通の変化（20～34歳男性）
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図12	旅行費用の変化（全旅行者20～34歳男性）
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「
場
面
で
」と
い
う
若
者
言
葉
が
あ
る
。

「
そ
の
場
に
応
じ
て
」と
い
う
よ
う
な
意

味
だ
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
駆
使
し
、
柔
軟
に
予
定
を

変
え
る
若
者
の
行
動
パ
タ
ー
ン
を
よ
く

表
し
た
言
葉
だ
。「『
場
面
で
』行
動
で

き
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
持
ち
物
を
持

ち
歩
い
て
い
る
の
が
彼
ら
。
食
事
の
時

間
や
入
浴
時
間
が
決
ま
っ
て
い
る
旅
館

が
敬
遠
さ
れ
や
す
い
の
は
理
解
で
き

る
」と
原
田
氏
。
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
人

気
は
こ
う
し
た
傾
向
の
表
れ
と
い
え
そ

う
だ
。

　

３
年
連
続
リ
ー
グ
優
勝
が
ほ
ぼ
確
定
し
て
い

る
広
島
カ
ー
プ
。
B
ク
ラ
ス
の
常
連
だ
っ
た
カ

ー
プ
が
急
に
強
く
な
っ
た
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
。

今
年
の
カ
ー
プ
は
セ
・
リ
ー
グ
で
ダ
ン
ト
ツ
１

位
。
つ
ま
り
他
５
球
団
に
は
な
く
、
カ
ー
プ
が

持
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。
私
は
、

そ
れ
は
「
若
さ
と
士
気
」で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

唯
一
の
市
民
球
団
で
、
資
金
不
足
に
悩
む
カ

ー
プ
は
、
実
績
を
積
ん
だ
中
堅
が
他
球
団
や
メ

ジ
ャ
ー
に
出
て
い
く
ケ
ー
ス
が
多
く
、
チ
ー
ム

が
若
い
。
そ
こ
で
チ
ー
ム
は
採
用（
ス
カ
ウ
ト
）

と
育
成
に
力
を
入
れ
て
き
た
。
結
果
的
に
こ
れ

が
「
選
択
と
集
中
」に
な
っ
て
い
る
。

　

原
田
曜
平
氏
に
よ
れ
ば
、
今
の
若
者
は
居
心

地
の
良
さ
を
重
視
す
る
と
い
う
。
若
者
の
多
い

カ
ー
プ
は
彼
ら
に
と
っ
て
居
心
地
の
よ
い
環
境

と
な
り
、
士
気
が
上
が
り
、
結
果
が
出
た
の
で

は
な
い
か
。
そ
の
力
は
中
堅
や
ベ
テ
ラ
ン
を
上

回
る
こ
と
も
あ
る
の
だ
。

　

未
来
を
支
え
る
彼
ら
を
知
る
こ
と
は
、
将
来

を
知
る
こ
と
で
も
あ
る
。
彼
ら
の
本
音
と
ニ
ー

ズ
を
知
る
に
は
、
理
屈
だ
け
で
な
く
、
彼
ら
の

視
点
に
寄
り
添
い
、
耳
を
傾
け
る
こ
と
。
観
光

も
同
じ
で
あ
る
。
若
者
が
多
く
訪
れ
る
地
域
は
、

未
来
も
明
る
い
だ
ろ
う
。

　

全
世
代
で
人
気
の「
食
」の
ほ
か
、増

加
傾
向
が
目
立
つ
の
は
「
宿
で
の
ん
び

り
過
ご
す
」だ
が
、
前
出
の「
場
面
」の

概
念
な
ど
と
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
求

め
ら
れ
て
い
る
の
は
「
上
げ
膳
据
え

膳
」で
は
な
く
柔
軟
性
だ
ろ
う
。「
温
泉

や
露
天
風
呂
」も
多
く
挙
が
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
「
宿
」に
は
旅
館
も
含
ま
れ

る
は
ず
だ
が
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
方
法

に
は
工
夫
が
必
要
と
い
え
そ
う
だ
。

　

ち
な
み
に
「
場
面
」の
ほ
か
に
原
田

氏
が
挙
げ
る
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
み
ん
な

で
」と「
映ば

え
」。
友
達
と
楽
し
め
て
写

真
映
え
も
す
る
「
お
祭
り
や
イ
ベ
ン

ト
」「
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
や
芸
能
鑑
賞
」が

増
加
傾
向
な
の
は
そ
の
影
響
も
あ
る
の

か
も
し
れ
な
い
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
柔
軟
に

変
え
ら
れ
る
宿
を
選
ぶ

ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
を
知
る
こ
と
が

未
来
を
作
る
こ
と
に
つ
な
が
る

若
者
は
「
上
げ
膳
据
え
膳
」で

「
の
ん
び
り
」は
で
き
な
い
？

宿泊施設

旅の目的

「
場
面
」行
動
を
意
識
せ
よ

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
対
応
が

若
者
に
選
ば
れ
る
宿
の
条
件
に
。

Po i n t

担
当
研
究
員
よ
り

非
日
常
よ
り
日
常
の
延
長

刺
激
を
求
め
る
若
者
は
少
数
派
。

居
心
地
よ
く
楽
で
あ
る
こ
と
を
考
え
よ
。

Po i n t

　

こ
こ
10
年
の
若
者
の
特
徴
を
捉
え
る

た
め
の
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
は
、
日
本
が

成
熟
・
低
成
長
社
会
に
な
っ
た
こ
と
で

す
。
こ
う
し
た
社
会
で
若
者
の
上
昇
志

向
が
止
ま
る
の
は
世
界
共
通
の
現
象
。

同
じ
低
成
長
社
会
の
フ
ラ
ン
ス
で
も
、

若
者
は
休
日
は
家
で
過
ご
し
、
少
し
散

歩
で
も
し
て
、
デ
ィ
ナ
ー
は
『
ピ
カ
ー

ル
』の
冷
凍
食
品
と
い
う
の
が
典
型
的

な
過
ご
し
方
で
す
。
も
う
一
つ
は
お
金

が
な
く
な
っ
た
こ
と
。
今
は
や
や
上
向

い
て
き
ま
し
た
が
、
年
収
は
多
い
と
き

と
比
べ
て
50
〜
60
万
円
は
下
が
っ
て
い

た
わ
け
で
、
消
費
が
落
ち
る
の
は
仕
方

の
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
存

在
も
見
逃
せ
ま
せ
ん
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ

て
放
っ
て
お
い
て
も
情
報
が
入
っ
て
く

る
中
で
は
、
ま
っ
た
り
だ
ら
し
な
く
な

っ
て
当
た
り
前
。
華
や
か
な
世
界
も
非

日
常
も
求
め
な
い
、
日
常
の
つ
つ
が
な

い
幸
せ
が
彼
ら
の
幸
せ
な
の
で
す
。
逆

に
言
う
と
、「
モ
テ
」や「
ミ
エ（
見
栄
）」

の
た
め
に
消
費
し
て
い
た
昔
の
若
者
と

比
べ
る
と
、
惑
わ
さ
れ
な
い
、
厳
し
い

消
費
者
と
も
言
え
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
日
本
の
若
者
市
場
は
、
世

界
と
比
べ
る
と
ま
だ
ま
だ
有
望
で
す
。

ま
ず
、
減
っ
て
い
る
と
は
い
え
１
学
年

に
１
２
０
万
人
も
の
人
口
ボ
リ
ュ
ー
ム

が
あ
る
国
は
そ
う
そ
う
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
新
卒
一
括
採
用
で
多
く
の
若
者

が
職
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
親
と
の
同

居
も
一
般
的
な
た
め
、
世
界
と
比
べ
る

と
ま
だ
ま
だ
可
処
分
所
得
は
高
い
と
み

る
べ
き
で
す
。

 

「
モ
テ
」「
ミ
エ
」に
よ
る
消
費
は
な
く

て
も
、
今
の
若
者
に
は
今
の
若
者
の
消

費
が
あ
る
。「
イ
ン
ス
タ
映
え
」は
旅
の

大
き
な
動
機
に
な
り
ま
す
し
、
と
に
か

く「
友
達
」を
大
事
に
す
る
の
で
、お
金

を
か
け
て
遠
方
に
行
く
卒
業
旅
行
は
し

な
く
て
も
、
所
属
す
る
グ
ル
ー
プ
ご
と

に
何
度
も
卒
業
旅
行
に
行
っ
た
り
も
し

ま
す
。

　

重
要
な
の
は
、
過
去
の
若
者
の
イ
メ

ー
ジ
を
捨
て
、
新
し
い
人
種
と
思
っ
て

臨
む
こ
と
。
彼
ら
の
文
化
に
理
解
を
示

せ
ば
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
意
識
の
強
い
今

の
若
者
は
「
自
分
た
ち
の
こ
と
を
見
て

く
れ
て
い
る
」と
素
直
に
受
け
取
っ
て

く
れ
る
も
の
で
す
よ
。

低
成
長
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
時
代
の

若
者
に
寄
り
添
っ
た
発
想
を

成
熟
社
会
に
な
れ
ば
若
者
も
変
わ
っ
て
当
然

そ
れ
で
も
世
界
の
中
で
は
十
分
有
望
な
市
場
で
す

じゃらんリサーチセンター
研究員

森戸香奈子
JRCの調査全般を担当。
本研究の他、「2030年
観光の未来需要予測研
究」などを担当。

教えて原田さん！
若者旅への素朴な疑問を
ぶつけてみました

Q	社員旅行が
　復権中と聞きますが？
支持されるのは「失われた絆を取り戻
す」という目的のもと、若者を「お客さ
ん」として扱う内容だから。昔ながらの
団体旅行とは違うので要注意です。

Q	音楽フェスはなぜ人気？
「友だち」ニーズ＝仲間と行くのによい
からでは。とはいえ山間部で行われる

『フジロック』に行くのはかなりの音楽
好き。人気の中心は都市型フェスです。

Q	その他ニーズが
　ありそうな旅は？
東京の『はとバス』は若者にも人気。最
近は地方でも車を持たない若者が増
えつつあることからも、バスツアーはニ
ーズがあるはずです。

1977年東京都生まれ。国内外で若者研究とマー
ケティングに取り組み、「さとり世代」「マイルドヤン
キー」など若者に関わる数々の流行語を生んだ。最
新刊『若者わからん！』（ワニブックス）をはじめ著書
やTV出演も多数。

博報堂ブランドデザイン
若者研究所リーダー
原田曜平さん

図16  旅行目的の変化（20〜34歳男性）

図15  利用した宿泊施設の変化（20〜34歳男性）
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